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コレステロール

HMG−CoAからメバロン酸への反応
HMG−CoA還元酵素の働きにより反応が進む。スタチン（メバロチン）はHMG−CoA還元酵素阻害剤であり、HMG−CoA
からメバロン酸への反応を阻害する。結果として、コレステロールの合成を阻害することになる。

スクアレンからコレステロールへの反応

ペントース－リン酸回路で合成される NADPH2 が計 4回使われる。
表記の方法は板書にならう。


